
皿．調査結果および考察　Results　and　discussion

　大飯原子力発電所構内に設定された6箇所の永久方形区ユ～6において、同時に、1．植物社

会学的植生調査、2．植生動態調査、3．樹木活力度調査および4．写真記録を行ったのは、初

年度（ユ985年）、3年度（ユ987年）、最終年度Q990年）の3回だけである。このうち植生変化・

動態に関する植生調査結果の比較、評価にあたっては主として初年度（1985年差と最終年度（19

90年）の植生調査資料が使用された。

ユ．植物社会学的植生調査　PhytOsOciological　vegeta七ion　surveys

　構内に設定された各永久方形区（10×10mおよび5×20m）の1985年（初年度）および1990年

（最終年度）の植生調査資料が比較、評価された。この結果、過去6年間にわたり各永久方形区

の植生の生育状態の季節的及び年次的変化が把握された。また、各植生の階層構造、相観などの

動態を明らかにする目的で、1985年（初年度）と1990年（最終年度）に行われた植生調査の資料

が比較された（Table　5～10）。さらにBraun－Bla難quet（1964）の被飯島中央値（5＝87．5％，4＝

67．5％，3認37．5％，2篇17．5％，ユ＝5．0％，＋薗0，！％）に基づいて群落を構成する植物を常緑

植物、夏緑：植物、針葉植物に分け、各要素の積算低度率を算出した（Table　l1）。

1）永久方形区！

　本方形区内の森林群落は、種組成的にヤブコウジースダジイ群集に同定される。

　本群落の高木第1層の樹高は6年間、14mと変化していないが、植被率は70から90％と20％増

加している。一方、高木第1層以下の階層の植被率は変化していないが、高木第2層の樹高は9

から10mに伸長し、逆に草本層の高さは0．6から0．3mと低くなっている。また出現種数は37から

46種と9種増加している。

　本方形区内の森林群落の変化について、構成種群の被度・群度から比較してみると、高木第工

層のスダジイが3・2から4・4と大きくなる一方、タブノキは4・3から3・2に減少してい

る。また高木第2層のスダジイは1・2から2・2に増大している。このように群落優占種であ

るスダジイは比較的順調に成長している。また出現種数の増加は、草本層の種数が26から34種に

増加したことに起因する。また常緑植物の積算被度率は186．5から224．0％に増加している。その

中でキヅタ、ムベなど常緑植物やアカショウマ、ナルコユリなど多年生植物が新たに生育してい

ることから、本群落の林床の生育環境が比較的安定していることを示している（Table　5）。

2）永久方形区2

　本方形区内の森林群落は、種組成的にヤブコウジースダジイ群集に同定される。

　本群落の場合、6年間で高木第1層の樹高・植被率とも、16m・90％と変わらない。また高木

第2層、低木層の植被率も同様に変化していない。このことから本群落は、構造的に変動が少な
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いといえる。その一方で、草本層の植被率は5から20％に増加している。また出現種数は17から

29種と12種増加している。

　本群落の構成種群の被曝・群度から比較してみても、高木第1層の優占種であるスダジイが5・

4と変化が認められず。本群落の構造、相観的な変動がすくないことの一因といえる。本群落の

6年間における出現種数の12種の増加は、草本層の9から23種と増加したことによる。常緑植物

の積算被度率は160．9から163．3％と僅かながら増加している。とくにアキオ、トベラ、ピサカキ

などめ常緑植物の実生が新たに生育していることから林床の生育環境が安定化に進んでいること

を示している（Table　6）。

3）永久方形区3

　本方形区内の森林群落はアカマッニ次郎的色彩も強いが、種組成的にはヤブコウジースダジィ

群集に同定される。

　本群落の高木第1層の樹高は6年間で、14から15mと1m増加しているほか、植被率も40から

70％と30％増加している。また高木第2層および低木層の植被率も10～20％の割合で増加してい

る。一方、草本層の草丈および植被率は共に減少している。出現種数は33から41種と8種増加し

ている。

　上記の変化について構成種々の被度・毎度から比較してみると、高木第1層の優占種であるア

カマツは3・2と変わりはないが、スダジイは2・3から3・3と増大している。このように群

落優占種であるスダジイの成長は比較的良好である。また常緑植物の積算被度率も97．3から161，0

％に増加している。このことから本群落は全般的にみて順調に成長していると考えられる。出現

幻滅の増加は、低木層および高木層の増加に起因する（Table　7）。

4）永久方形区4

　本方形区内の森林群落はコナラニ次林的色彩も強いが、種組成的にはヤブコウジースダジイ群

集に同定される。

　本群落では6年間で高木第1層の樹高が14から15mに、植被率が70から80％に増加している。

高木第2層の樹高は10から9mに減少し、植被率は20から30％に増加している。低木層の高さ・

植被率は変化はないが草本層の高さ・植被率は共に減少している。出現種数は36から39種と3種

増加している。

　上記の変化について、構成種群の被度・重度から比較してみると高木第1層の優占種であるス

ダジイは4・4から3・3に減少している一方、コナラは1・2から2・3に増大している。こ

のように本群落は、相観的にコナラニ次的傾向が強まったといえる。高木第1層のスダジイの被

度・群度の減少は、第1層のスダジイの一部が第2層に移ったことによる。この傾向は常緑植物

の積算被度率が134．7から96．3％と減少することや夏緑植物の比率が58．5から79，0％に増加してい

ることからも裏付けられる（Table　8）。
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5）永久方形区5

　本方形区内の森林群落はアカマッニ次林的色彩も強く初年度の植生調査ではりョウブースダジ

イ群落に同定されたが、種組成的にはヤブコウジースダジイ群集に同定されると考えられる。

　本群落では6年間で高木第1層の樹高が16から15mに、植被率は80から40％に減少している。

高木第2層の樹高は工0から！1mに、植被率は40から70％に増加している。低木層の高さは1m増

加する一方、植被率は10％減少している。草本層の高さは変化していないが、植被率は5％減少

している。出現種数は39から47種と8種増加している。

　上記の変化について、構成種群の被度・群度から比較してみると、6年間で高木第1層を構成

していたコナラ、スダジイ、タブノキは、高木第2層に後退しており第1層はアカマツのみで構

成されている。優占種のアカマツは4・3から3・3に減少しているが、逆にコナラは2・2か

ら3・3に増加している。また高木第2層のスダジイの被度は減少しているが、タブノキは輝度

が増加している。低木層のヤブッバキは1・2から2・3に増加している。このように本群落は、

相観的にコナラニ混林的傾向が強まったといえる。この傾向は常緑植物の積算被度率は144．8から

96．9％に減少する一方、夏緑植物の比率は、68．6から72．1％に増加しでいることからも明らかであ

る（Table　9）。

6）永久方形区6

　本群落は種組成的に海岸風衝低木林であるマサキートベラ群集に同定される。

　本群落は高木層、低木層、華本層の3層からなっており、6年間で高木層の樹高は6から7m

に増大しているが、植被率は95から90％に減少している。低木層の高さは1m増大したが、植被

率は変化していない。草本層の高さは減少しているが、植被率は変化していない。出現種々は18

から23種とわずかながら5種増加している。

　上記の変化について構成種群の被度・丁度から比較してみると、6年間で高木層を構成してい

るタブノキは3。3から5・4に増大しているが、逆にヤブッバキ、ヒメユズリハはともに減少

している。低木層ではやブッバキが1・2から3・3に増大している一方、アオキ、ピサカキは

それぞれ減少している。この傾向は常緑植物の積算被度率が206．1から178．6％に減少しているこ

とからも示される。このように本群落の成長は緩慢であるが、これは本群落が常時海からの強い

潮風に晒された厳しい環境下に生育しているためと考えられる（Table　10）。
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Table　5．永久方形区1における1985年（初年度）と1990（最終年度）の植生調査票の比較
　　　　　　　　（鯵：常緑植物，○：夏緑植物，×：針葉植物）

　　　　　　　Comparison　of　vegetation　relev総i賞！985　and　1990　in　the　permanent　quadrat　nO．2

　　　　　　　　（翻：evergreen　plant，○：summergreen　plant，×：needle－1eaved　plant）

Serial　no．：

Date　of　relev6：

Height　of　tree　layer　（m）：

Cover　of　tree　layer　（％）：

Height　of　subtree　layer（m）：

Cover　of　subtree　layer　（％）：

Height　of　shrub　玉ayer　（m）：

Cover　of　shrub　layer　（％）：

Height　of　herb　layer　（m）：

Cover　of　herb　layer　（％）：

Number　of　species：

通し番号

調査年月日

高木層の高さ

高木層丸年率

亜高木層の高さ

亜高木層植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種馬

　1

’85

12

　3
14

70

　9
30

　4
30

0．6

20

37

　2

’90

　4
24

14

90

10

30

　4
30

0．3

20

46

Species　occurring　oR　the　tree　layer：

　　Cα8渉αηOP8♂8　C駕8μdα孟αV．8‘θ60嬉ぢ

　Pθ78εα漁励eγ9藷
　一Fα8αγααぬπ疹ん・漉8

　　Q冠eγc鴛88か日α西α

　　貼8孟e磁67αcんψo物s
　　Cε臨88ガeη8‘8v．ブαpoηピ。α

Species　occurring　on　the　subtree　layer：

　　Cα8伽OP8ゴ8　c財8方面孟αv．86eδ・Z面

　1＞FθoZ6孟8eα82γ∫ceα

　　Co7η％3ん。鉱8α

　　C漁αmo臓況ブαpo航駕況
　　Cocc鉱♂鴛8　0γδガ。鴛♂α疹鋤8

　　Coγη鉱8　coπ加。”eγ8α

　Pεγ8θα漁η6e79ピガ

　　嬬8孟e磁6γαCんψ0鞠8

Species　occurring　on　the　shrub　layer：

Cα8孟απ・P8ガsc％8μdα診αv．8」θ6・♂面

んC％δαブαPOπピCα

2Veo臨sθα8e幅。θα

E脚シαブαpo競α

cα脱〃どαノαpo航α

Peγ8εα孟妬πbe79π

S孟αC吻駕8PγαεCOκ

Cα〃どCαγPα加0ηどCα

08m翻勧8んe置ε70Pん㌢〃駕8
τ／～1δπγη駕？η　　（16♂αεα孟財7π

C漁α糀0況鋤魁ブαPO航U況

y読8co‘9ηeぬe
CεPんα♂o孟ακ％8んα剛η9孟。η」αv．ηαηα

　　高木層に出現する種

㊥　スダジイ

㊧　タブノキ

○　カラスザンショウ

○　コナラ

○　ヤマフジ

○　エノキ

　　亜高木層に出現する種

㊧　スダジイ

㊧　シロダモ

○　ヤマボウシ

㊧　ヤブニッケイ

○　アオツヅラフジ

○　ミズキ

㊧　タブノキ

○　ヤマフジ

　　低木層に出現する種

㊥　スダジイ

㊧　アオキ

㊨　シロダモ

㊧　ピサカキ

㊥ヤブツバキ
㊧　タブノキ

○　キブシ

○　ムラサキシキブ

㊨　ヒイラギ

○　ガマズミ

㊥ヤブニッケイ
○　ヤマブドウ
×　　ハイイヌガ’ヤ

3・2
4－3
1・1
1・1
十・2
　十

・2

・2

・1

・1

十

十

〇

●

3・3
2・2
1・2
1・2
　十

　十

　十

　十

十・

　　●

　　●

　　●

　　o

2

4・4
3・2
2・　1

1・　1

　　・

　　●

2

1

1

3

o

O

o

●

o

o

o

十・

2・

十・

1・

2・

　十

2・

　十

1・

　　・

十・

　　十

　十
　　十

2

1

1

3

2

3

2

2

2

2

2

2
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Table　5．（続きcontinued）

Serial　no．： 通し番号

§peCieS・CCU・ri・g・れthe　he・b　laye・：
Cα7・εκ　♂θπ孟α

Areo♂‘置8eα　8eγピCεα

PeT8eα孟勧π6εγ9π

OPんゆ080πブαpo航鴛8

D惣0μ副8e卯んγOSOゾα

Dη0μe船♂αcεrα

y601α9γ卯OCθγα8　V．副♂ガ8

8εε9η・9γα況況αpo細subsp．飢。〃ガ88翻α

Cα♂αη孟んe　（直8CO♂0γ

S伽臨0μ飢8η珈疵Cα
Fα蜘9謡況ブαpo航㍑祝

Eμ況ed謡η8ε即εγ諭eη8
Po忽画。舳η置α8αz〃απ％規

F6C君8ηゆPO航α
Cαγθκ8置εη08孟αc勿8

σαγeκ40」‘Cん08置αCんシαV．g励e競況α

魚ηαブαpo競α

Kαd8脚αブαpoη磁

窺蜘Pεμ吻P如〃α
Cα8孟απOP8ピ8　cπ8μdαεαv．8ガθ60♂面

E～αεα9肱8況αc70Pん㌢〃α

Roん鹿αブαPO航α

CθPんα♂o渉α澱sんα剛π9孟。蜴αv．παηα

・4鋭C励αブαP傭Cα

08肌㍑ηdαブαpoπ磁

融θ伽捌∫o妬孟α
Pαe（ガeγ‘α　8Cαπ（オεπ8　V．γπα67・（妬

湾8観δe漁πδθ79記

σαγPθ8ぬm伽面。α孟臓

P吻90ηα勧肌μC伽況
翫δπ8伽eγ9副
ゐαC勧Cα7αddeαηαV．　e♂α孟α

P剛π冠s説。ガ8αv誘ぬ緬εη8ど8

ε伽π置。π‘αんeκαP吻〃α

CεZα8孟γ鴛8　07・δピ。包Zα置鉱8

1（α卸侃ακμc齢
1テe（1θ7・α　γん0γπ6θα

S伽♂ακcん6πα

．40θγ鵤。ηo

㍑9π8伽祝。伽sび。♂謡呪

P薦08PO7秘況孟0伽α
σαγeκ♂eπCOCんJoγα

Cocc撹♂錫8　0γ6ぢc鋤♂α孟駕8

So♂αη鴛況勾剛猟

草本層に出現する種

ナキリスゲ

シロダモ

タブノキ

ジヤノヒゲ

ベニシダ

クマワラビ

コタチツポスミレ

ミゾシダ

エビネ

シシガシラ

ツワブキ

トキワイカリソウ

イノデモドキ

イタビカズラ

ニシノホンモンジスゲ

ミヤマカンスゲ

ピサカキ

サネカズラ

ヤブラン

スダジイ

マルバグミ

オモト

ハイイヌガヤ

アオキ

ゼンマイ

ミツバアケビ

ヘクソカスラ

ァカショウマ

ガンクビソウ

ナルコユリ

フユイチゴ

ヤマニガナ

キンキマメザクラ

ムベ

ッルウメモドキ

ハリギリ

キヅタ

サルトリイバラ

イタヤカエデ

イボタノキ

トベラ

アオスゲ

アオッヅラフジ

ヒiヨドリジョウゴ
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1

1・2
十・2
十・2
十・2
十・2

十・2
十・2
　十
　→一

　十

　十

　十

　十

　十

　十

2・3
十・2
　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　　〇

　　●

　　o

　　・

　　9

　　0

　　・

　　o

　　o

　　o

　　，

　　・

　　o

　　・

　　・

　　o

　　●

　　o

　　●

2

1

1

●

十

十

十

〇

十

・

2

2

1　2
十・2
　十

十・2
　十

　十

　十

　十

　　・

　　o

　　・

　　o

　　o

　　・

　　■

　　●

　　9

　　0

　十

　十

　十

　十

　÷

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　÷

　十

　÷

　十

　十

　十

　十

　十



Table　6． 永久方形区2におけるユ985年（初年度）とユ990年（最：終年度）の植生調査票の比較
（鯵：常緑植物，○：夏緑植物）
CO’mparisOn　of　vegetatiOn　relev船in　1985　and　！990　in　the　perrnanent　quadrat　no．2
（鯵　：evergreen　plant，　○：summergreen　plant）

Date　of　relev6：

Height　of

Cover　of
Height　of

Cover　of
Height　of
Cover　o王

Reight　of

COver　of

Number　of

tree　layer（m）：
tree　layer　（％）：

subtree　layer（m）：
subtree　layer　（％）：

shmb　layer（m）：
shrub　layer（％）：

herb　layer　（m）：

herb　layer　（％）：

　spec三es＝

調査年月日

高木層の高さ
高木丁霊被率
亜高木層の高さ
亜高木層植被率
低木層の高さ
低木層植被率
草本層の高さ
草本層植被率
出現種牛

’85

12

　3
16

90

10

11

　4
30

0．6

　5
16

’90

　4
24

16

90

　8
10

　4
30

0．3

20

29

　Cα8繊・Pεご8c％8碗αεαv．8‘eδ・Z翻

　P駕η㍑sかeγec槻4α
　Q祝e7℃包8　sθγ7・α置α

　Pεγ8θα此ん槻ろθ忽ど

Species　occurring　on　the　subtree　layer：
　Cα8孟αη・P8‘8　CUε曜α孟αV。　Sピθ6・Z磁

　E雛〃αブαp傭。α

　Peγseα孟ん鋤肋e78麗
　1＞eo♂‘孟8eα　se7・δceα

Species　occurring　on　the　shrQb　layer：
翫矧αブαpoη6cα

CαS孟απOP8ピ8　C㍑8μdα6αV．8どe6・Z面

Peγεeα孟ん槻6θ78δご

。α況e〃ピαブαpo航α

C禰α況。況㍑㎜ブαpoηぬ況

　高木層に出現する種
翻　スダジイ
○　カスミザクラ
○　コナラ
鯵　タブノキ

　亜高木層に出現する種
　　　スダジイ

鯵　ピサカキ
　　　タブノキ

　　　シロダモ

低木層に出現する種

DαPんηゆんシ〃㍑mオ的8暇απ禰

1♂e」C謝egγα

磁C㍑6αブαPOηガCα

ノVεo♂‘孟8eα　8eγどceα

OPんピopo80ηノαP・ηδc％s

Cα耀〃ガα∫αp傭。α

Cα8孟αηP8ピsc冠3回目伽v．
Cαγeπd・♂ピCん・8置αCん〃αV．

八reo島孟8θα　3e7ゴCθα

Peγεεα伽η6εγ8麗
。αγθκ　♂e7乞置α

87η‘♂ακ　Cんぎηα

〆1ce？一　8どe60♂dl‘αηπ7π

Cα7εκ　Sεθ7LO8孟αCん穿S

〆1わθ窟α　3Pα孟ん鉱zα孟α

Pア槻遅8魏。‘8αv．

ノ1㍑CU6αブαPOηピCα

Q㍑εア。鴛83θγγα孟α

命6θε3読α箆εη3θ

Sオα槻置傭αんeκαPん忽〃α

Vピ彦ど8coゆθ孟‘αθ

P漉08POγ㍑？π孟06血

E包留αノαpo痂α

Sガε60Zd‘ど

8～α6θ7・γど7πα

ん‘7zん‘eπ8どs

湾即eゆs686アθ吻ed槻。ぬ孟α
CeZα8孟物80γ6ガ。厩α施s

Cε臨88ぬεη8ぢ8v．’
ゐ～：7zdlε7・α　㍑ηL　6θ〃α置α

E769εγoηs初ηα漉η8‘8

Pαede弼α8cαηdeηεv．

乾0♂α9ηPOCθ7α8　V．

幣sオe7‘α6γαcんψo鞠8
ノ豊斥θうめ　彦7ら々）おα彦α

R勧88脳cce面πeα・

ノαPOη乙Cα

　ア昆α乙7’e乙

θ魚島s

　　　ピサカキ

　　　スダジイ

　　　タブノキ

鯵　ヤブツバキ
　　　ヤブニッケイ

　　　ヒメユズリハ
㊧　モチノキ
　　　アオキ

　　　シロダモ

鯵

○

麟

○
○
○
○
○
○

○

○

○

鯵

○
○
○
○

○

○
○
○

○

○

草本層に出現する種
ジヤノヒゲ
ヤブツバキ
スダジイ

ミヤマカンスゲ
シロダモ
タブノキ

ナキリスゲ
サルトリイバラ
コハウチワカエデ
ニシノモンモンジスゲ
ツクバネウツギ
キンキマメザクラ
アオキ

コナラ

スグリ

ムベ

ヤマブドウ
トベラ

ピサカキ

ノブドウ

ッルウメモドキ
エノキ

クロモン

オオアレチノギク
ヘクソカズラ

コタチツボスミレ
ヤマフジ
ミツバアケビ

ハゼ

5・4
3・2
1・1

1・2
十・2
1・1
　　0

2・3
2・2
2・2
1・2
！・2
　十

　十

　十

　　●

十・2
　十

十・2
　十

　十

　十

　十

　十

　十

　　●

o

，

●

，

・

o

o

●

，

●

o

○

5・4
2・3
！・2

2・2

1・2
1・1

●

1・1

1・

！・

2・
！・

　十

！・

●

1

2

2

2

1

十・2

十・2

十・2
　　・

o

o

2・
1

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

2

1

一16一



Table　7．永久方形区3における1985年（初年度）ユ990年（最終年度）の植生調査票の比較
　　　　　　　　（鯵：常緑植物，．0：夏緑植物，×：針葉植物）

　　　　　　　Comparison　of　vegetation　relev船in！985　and　l990　in　the　permanent　quadrat　no．3

　　　　　　　　（鯵：evergreen　planも，　○：summergreen　plant，　×　：needle－leaved　plant）

　　Serial　no．：

Date　of　relev6：

ヨeight

Cover
Height

Cover
Height

Cover
Height

Cover

of

of

Of

of

of

of

of

of

Numbcr　of

tree　layer　（m）：

tree　layer（％）：

subtree　layer　（m）：

subterr　layer　（％）：

shrub　layer　（rn）：

shrub　layer　（％）：

herb　layer（m）：

herd　Iayer　（％）：

　specles：

通し番号

調査年月日

高木層の高さ

高木層植被率

亜高木層の高さ

亜高木層植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本戸車被率

出現種数

　1

’85

12

　3
14

40

10

70

　4
30

0．7

20

33

　2

’90

　4
24

15

70

　7
80

　4
50

0．2

10

41

Species　occurri巖g　on　the　tree　layer：

　　P読鉱8ゴeη8が♂oγα

　　Cα8オαπOP　8ど8　cπsμdα孟αv．8ガθδo♂翻

　　Q駕e7・cπs　8ε7γα言α

　　M四脚7励γα
　　c♂θ置ん7・α　δα7・6ガ7z2γθ」8

．Species　occurring　on　the　subtree　iayer：

　ゐッ0痂α0副が0磁V．θ♂♂6μピCα

　舶eδぎα編プ。磁孟α

　／1Ceγ　8‘eδ0♂（1Z＝α7Z鋤η3

　c♂θ孟ん7・α　　δαγ6ピηe7・z7z＝8

　Peγseα漁π6e雇ピ
　飾。伽Pαπα0σ伽η0”αη3

　E㍑惣αプαpo航α

　P‘副8ブαp翻。α

　／⊃漁8dεη8ガルγα

　湾CαηオんOPα箆ακ8C溜OPんシ〃0掘e8

　翫zpε伽8δ86γθ吻θぬηc掘α孟α

Species　occurring　on　the　shrub　layer：

　　高木層に出現する種

×　　アカマツ

㊧　スダジイ

○　コナラ

㊨　ヤマモモ

○　リョウブ

　　亜高木層に出現する種

○　ネジキ

○　ミツバアケビ

○　コハウチワカエデ

○　リョウブ

㊥　タブノキ

○　タカノツメ

㊥　ピサカキ

㊧　アセビ

×　アカマツ

○　コシアブラ

○　ノブドウ

㊧

㊨

㊧

○

㊥

○

㊥

低木層に出現する種

E解〃αゾαpo痂。α

Sん翻加αブαp磁。αvj撹e7況ed6α

Peγ8εα伽励θ79記

瑠・磁0㊨α好・磁V．θ♂♂どμピCα

DαPん卿んシ〃包況置的8況απ瞬

2Lゴ7z（オθγα　πητ6e♂♂αオα

cα隅ε〃どαブαpoηJcα

ピサカキ

ッルシキミ

タブノキ

ネジキ

ヒメユズリハ

クロモジ

ヤブツバキ

3・2
2・2
1・1
　　0

　　●

3・3
十・2
　十

3・3
1・2
1・1
　　0

　　，

　　，

　　o

　　．

3・3
1・2
十・2

十・2

十・2
　十

　十

3

3

2

1

σ

●

，

●

■

1・

十・

1

2

2

1

1

十・

3・

2・

1・

十・

十・

1・

1・

2

3

1

1

！

2

1

2

2

1

1

2

3

2

1

2

2

2

1
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Table　7．（続きcontinued）

Serial　no．：

　ノ〉εo窟孟8eα　8∈～7ガC2α

痴C励αブαPOηピCα

　αηηα況。況鴛ηブαpoη蜘況

Pぎ副sブαpoη‘cα

Cα8孟αηOP　8ど8　C鴛8μ面孟αV．8ピeδ0姐♂

ノ吻γピ。α剛6γα

溢Cαπ孟んOPαηακ8CどαdOPんシ〃0認es

　1ヒんπ8　8初cce（1απeα

Cα〃6cα7Pαηo〃ぢ8

Species　occurring　Qn　the　herb　layer：

Mゴ孟Cんe〃α　初η（9秘♂αオα

携殖8ピαノαpoπど。α

OPんゆogoηブαpo痂冠8
SητJZακ　Cんピ7Lα

Nεoお置8εα　8e7・ぢCεα

窺π8磁θααμc㍑娩α

∫♂εκC7eηα置αV．Pα媚08α

8飽砺0μ副8吻0ηぎCα
cα7eκ　zεη孟α

Cα耀〃‘αブαpoη磁

湾財。賜6αブαpoηぎ。α

E鉱卿αブαpoηJcα

Sκぬ煽αブαPO航αV．翻θγ況e4ぬ

αe∫Cん翻αブαPO航α

Cα8孟αηOP868　c鉱8P掘α孟αv．8疹eう01翻

DαPん吻ん9〃二心孟εぎブ8鵤αη禰

Rん・4・deπdγ・ηκαe叩ノεγ‘

08伽η面ブαpoπ‘cα

C〃7η6民心ηLgoe7・ガη9ガ6

z♂eκ認egγα

Cαγεκ8孟eπ08孟α吻8

融eδぬ翻！o磁孟α
．1⊃7・財7L駕8　‘ηC‘8α　V。　んぢηんどθ7Z868

E♂αεα8π鴛8g励7α

五〇πぢce7・α．ノαPOη6Cα

▽「ど0♂α　か‘oZαceα

〆1ce7　86ε60♂（ガαη鴛ηL

αe況醐8ブαpo航α
y‘0♂α9矧poceγα8　V．εκ‘♂ぎ8

PZα孟α7L孟んe？・α　？π‘η0γ

S孟α翻o漁んeκαPん写〃α

通し番号

㊧

㊧

㊧

㊧

㊧

○

○

○

㊨

㊧

㊧

○

㊧

○

㊧

○

○

㊧

⑳

⑱

㊧

○

㊧

㊧

○

○

㊧

㊧

○

○

○

㊧

○

○

○

○

○

○

シロダモ

アオキ

ヤブニッケイ

アセビ

スダジイ

ヤマモモ

コンアフフ

ハゼ

ヤブムラサキ

草本層に出現する種

ツルアリドウシ

ヤブコウジ

ジヤノヒゲ

サルトリイバラ

シロダモ

キッコウハグマ

ハイイヌツゲ

シシガシラ

ナキリスゲ

ヤブツバキ

アオキ

ピサカキ

ッルシキミ

ウラジロ

スダジイ

ヒメユズリハ

ヤマツツジ

ゼンマイ

ンユノブノ
モチノキ

ニシノホンモンジスゲ

ミツバアケビ

キンキマメザクラ

ツルクミ

スイカズラ

シハイスミレ

コハウチワカエデ

ハンショウスル

コタチツボスミレ

オオバノトンボソウ

ムベ

一18一

！ 2

　十　　十・2
　十　　　　十

　十　　　　十

2・2　　　・

　十

　十

　十

十・2
一ト・2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

十・2

畢・2

十・2

十・2

十・2
　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

●

●

●

●

十

十

1・2
　十

十・2

十・2
　十

　十

　十

　十

　　●

■

o

　　●

1・2
十・2
　十

　十

　十

　十

　十

　十

　÷

　十

　十



Table　8．永久方形区4における1985年（初年度）1990年（最終年度）の植生調査票の比較
　　　　　　　　　（翻：常緑植物，○：夏緑植物，×：針葉植物）

　　　　　　　　Comparison　of　vegetaもiOn　relev壱s　in　1985　and　1990　in　the　permanent　quadrat　nO．4

　　　　　　　　　（麟：evergreen　plant，0：summergree捻plant，×：needle一工eaved　plant）

Da宅e　of　relev壱：

Height
Cover
Height
Cover
Height
Cover
Height
Cover

of

of

of

of
of

of

of
of

Number　of

tree　layer（m）：
tree　layer（％）：
subtree　layer　（m）：
subtree　layer　（％）：

shrub　layer
shrub　layer
herb　layer
herb　layer　（％）

　Specles：

（m）：

（％）＝

（m）：

　　　：

調査年月日

高木層の高さ
高木層評説率
亜高木層の高さ
亜高木早手被率
低木層の高さ
低木層外被染
草外層の高さ
草本栽植被率
出現外数

’85

12

　3
14
70
10
20

　4
30

0．8

20
36

’90

　4
24
15

80

　9
30

　4
30
0。3

10
39

Specics　occurring　on　the　tree　hyer：
　Cα8オαηOP8ピ8　c駕sμ面置αv．8ガεδo♂翻
　Q㍑ε7c君88eγ7・α孟α

　P‘η冠8deη8‘∫～07α

　Cαゆぬ冠8zαコσ‘∫Jom

　80γ6πsα碗ノb♂ガα

Species　occurring　on　the　subtree　layer：
（ヲ♂ε‘ん7・α　6αγ6ガπε7・z／z78

s・γ6㍑8α傭ノb伽
．乙90π‘α　0ηα菖ノb薦αV．　θ〃εP孟ごCα

0α8ごαπOP3ど3　C冠sμぬじαV．3∫θδ0～面

目4解‘cα駕67α
Fγα；℃ガπ冠8　8δεδ0ごd‘α7Lα

Q％θγc窃ε　εe¢7・α♂α

　高木層に出現する種
㊧　スダジイ
○　コナラ
×　　アカマツ

○　アカシデ
○　アズキナシ
　亜高木層に出現する種
○　リョウブ
○　アズキナシ
○　ネジキ
⑭　スダジイ
⑧　ヤマモモ
○　アルバアオダモ
0　コナラ

㊧

㊧
○
⑱

○
×

○

○
○
麟

○

低木層に出現する種
　E伽シαノαpo痂。α
　　cαηθ〃∫α∫αP・短。α

　　Cα8εαηoρ8ガ8c㍑8μ面オαv，8‘eδo雌ガ
　Lδπ（オθγα　初ητ6ε〃αオα

　ノ〉εoZ記8εα　8εγピCεα

　P‘ε幅s∫αρo而。α
　　177・αλ1δ箆鴛3　Sぎeδ0♂（fどα7Zα

　　Cepんα♂o置α」C豊sんαTγぬ9εoηぬv．ηαηα

　Pετ8εα　孟ん㍑ηδe7・9δど

　2つ0π？・オんどαeα　ηピ〃OSα　V．　♂αeかピS

　丸C鴛6αノαPOη‘Cα

　勾0ηピα0ηα酵b磁V．θ〃ピμガCα
　Rんodo（1θη〔∫γ0π　んαe7πpノεγご

　∫～eκ　Pe（f祝ηC秘♂08α

　　απ7Zα7π・呪繊ブαP・πガC㍑蹴

　ムど8㍑8オγ秘7π　∫αPOπ∫Cπ7η

　　Cα〃ど。αη）απし。〃ごs

Peγ吻α8cα屈ε8
メ18α7・㍑η↓　孟ακα0δ

OPんどoPo80ηブαPoηご。㍑8

Sん0而αso配αηθ〃0認ε8　V．況α9ηα
MJ孟CんeZごα　㍑7乙d㍑♂αごα

S加駕厄0μe頁8痂PO痂Cα
Sんぬ煽α∫αPO短CαV，読θγ呪e砒α
Dγシ0μθ弼8εγμんTO80γα
飢C㍑わαノαPOηどCα

S7π泥砿。んぬα
s孟α期孟・η‘αんεκαP嬉〃α

窺πs娠eααPδc配α彦α
〆1んe6ガα　εγら々）有α孟α

湾7読8ぬノαpo疵。α

E㍑・η騨囎ノb7伽e‘V」αd‘Cαη8
Cα皿e臨αノαpoηガ。α

ハ4シTど。α物6γα

E㍑73α　ノαPO7ZごCα

0α8まαη0ρε」8　C銘3joJ（メαごαV．8どεゐ0～4どど

DαPん短Pん〃〃鴛況孟eガ∫8ηαπ禰
1＞θoZ‘ε8θα　8θγ‘ceα

Ep∫窺θ〔ガ冠況　8θ皿10　e　7刀ガrθη8

∫Jeκ認ε9Tα

Pe7seα疏㍑η6e79亮
∬♂eJじpe（オ冠ηC冠♂08α

〆生ceγ　8‘εδ0♂（オ‘αηπηZ

Qπθγcπ88eπα置α

Cα7eκ8孟εη08孟αc勉s

Rん㍑8　8包ccedαπθα

○

⑧
⑫
㊧
○
⑭
⑱

○

○
○
㊧
麟
⑧
⑫

麟
㊧
㊧

麟
㊧
㊧
○
○
○
○

ピサカキ
ヤブツバキ
シダジイ
クロモジ
シロダモ
アセビ
マルバアオダモ
ハイイヌガヤ
タブノキ
カマツカ
アオキ
ネジキ
ヤマツツジ
ソ…ヨコ

ヤブニッケイ
不スミモチ
ヤブムラサキ
草：本層に出現する種

コウヤボウキ
ヒメカンアオイ
ジヤノヒゲ
オオイワカガミ
ツルアリドウシ
シシガシラ
ッルシキミ
ベニシダ
アオキ　　’

サルトリイバラ
ムベ
キッコウハグマ
ミツバアケビ
ヤブコウジ
ツルマサキ
ヤブツバキ
ヤマモモ
ヒサカキ
スダジイ
ヒメユズリハ
ンロダモ
トキワイカリソウ
モチノキ
タブノキ
ソiヨゴ

コハウチワカエデ
コナラ

ニシノホンモンジスゲ
ハゼ

4
1

1

1

1

●

●

・

贋

●

4
2
1

1

1

3　　4
1　・1

　十

　　9

○

陰

3・3
ユ　・2

十・2
　十

1　・2

　十
　十
　十
　　●

・

●

9

齢

．

十・2
十・2
十・2
十・2
　十
　十
　十
　十
　十
　十
　十

　十
2　・2

十・2
÷・2
→一・2

十・2
十・2
　十
　十
　十
　十
　十
　十

。

，

3
2

1

1

2

2
1

1

1

1

●

・

．

●

十

。

●

曾

。

．

．

十

3

3
1

1

3
1

1

2
1

1

3・3
1　・2

十・2
十・2
十・2
　　．

o

●

　　●

1　・1

十・2
十・2
　十
　十
　十
　十
　十

1　・2
1　・2

十・2
　十

十・2
十・2
十・2
　十
　十
　十
　十

　十
　　の

●

，

●

o

・

●

o

・

十
十

十

十
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Table　9．永久方形区5における1986年（初年度）1990年（最終年度）の植生調査票の比較
　　　　　　　（幽：常．緑植物，○：夏緑植物，×：針葉植物）

　　　　　　　Comparison　Of　vegetation　relev（語in　1986　arld　1990　in　the　permanent　quadrat　no．5

　　　　　　　（霧：evergreen　plant，　○：summergreen　plant，　×　：needle－leaved　plant）

Serial　no．：

Daもe　of　relev6：

Height　of

Cover　of
Height　of

Cover　of
Height　of

Cover　of
Height　of

Cover　of

tree　layer　（m）：

tree　layer　（％）：

subtree　layer　（m）：

subtree　layer（％）：

Number　of

shrub　layer

shrub　Iaysr

herb　layer
herb　layer　（％）

　specles：

（m）：

（％）：

（m）：

　　　：

通し番号
調査年月日

高木層の高さ
高木遅植被率
亜高木層の高さ
亜高木上之被率
低木層の高さ
低木層植被率
草本層の高さ
草本層植被率
出現種数

　1

86

　2

　4
16
80

10

40

　4
50

0．4

20

39

　2

’90

　4
25
15

40
11

70

　5
40

0．4

15

47

Species　occurring　on　the　tree　layer：

　P読π8dε幅ルγα
　　Q財eγCt↓88ε7・7・αオα

　　Cα8孟απOP8‘8　c鋤8μdαオαv．8ピε60♂疏

　Peγ8eα置ん槻δeγ9記

Species　occurring　on　the　subtree　layer：
　　Cα8孟αηOPS‘8　Cπ8P漁孟αV．8‘εδo雌ガ

　　C♂e孟ん7・α　6α7・61：ηεγ”ぢ8

　E㍑塑αノαpo航α

　勾0疵α0剛び・磁V．e♂1ゆ疹‘Cα
　∫♂eκ謝ε9γα

　Eη・伽Pαπακ競0りαπ8

　Z♂eκpeぬπ副08α

　DαPん吻んg〃％m面ブ蹴απ禰
　P7祝η初8”θγεc槻dα

　　Q㍑e7c％88εγγα孟α

　P278εα伽励eγ9記
　　S・7δ包8α傭ノb妬

　湾Cα激OPαπα008CガαdOPんシ〃0ピ4e8

　吻γ6cα駕6Tα
Species　occurring　on　the　shrub　layer：
E鴛7写αノαP・航α

Cα脱臨α、ノ㈱・ηど。α

〈rεoJピ孟8eα　8e7・‘Ceα

DαPん吻んシ〃鉱鴉孟的8況αη航

。α〃ピ。α脚台・〃ぢ8

∫♂αPθ面πc脳Zo8α

Cepんα♂0孟α測8んα7伽9孟0磁V．ηαηα

Cα8軌OP8‘8　C鉱8μdα置αV．8ぢe6・♂翻

αηπα況。η7〃πブαpo競泓魏

8伽伽η‘αんεκαPんシ〃α

勾0痂〇四α」び0磁V．eZ♂」画Cα
Peγ8eα　孟んu7τδeγ9記

　　高木層に出現する種

×　アカマツ
○　コナラ
㊧　スダジイ

㊧　タブノキ
　　亜高木層に出現する種
㊧　スダジイ

○　リョウブ
㊧　ピサカキ
○　ネジキ
⑫　モチノキ
○　タカノツメ
㊧　ソヨゴ
㊥　 ヒメユズリハ
○　カスミザクラ
○　コナラ
㊧　タブノキ
○　アズキナシ
○　コシアブラ
㊧　ヤマモモ
　　低木層に出現する種

⑳　ピサカキ
◎　ヤブツバキ
⑳　シロダモ
⑤　　ユメユズリハ

○　ヤブムラサキ
㊧　ソヨゴ
×　　ハイイヌガヤ

㊧　スダジイ

⑳　ヤブニッケイ
㊧　ムベ
○　ネジキ
㊧　タブノキ

4

2

2

2

3

2

1

1

2

2

！

1

2

1

1

1

1

1

o

■

●

o

o

■

・

・

十

〇

・

●

●

・

o

o

・

●

●

・

9

o

・

・

3

2

1

1

3

2

2

1

2

2

2

1

十・

十・

　十

十・2
一ト2
十・2

3

2

2

2

1

1

2

2

3・3

3

2

1

1

3

2

1

1

1

o

．

・

9

●

●

o

十
●

●

・

●

，

曾

●

・

o

3

2

2

2

3

2

1

1

1

2・2
2・3
1・2
十・2
ヨー・2

　十

十・2
十・2
　十
　十

　　書

●
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Table　9．（続きcOntinued）

Serial　r｝o．＝

　Vぎわ鴛7フL鉱7π　ε7’08％？π

　Rん0（10（1e71（17辱0η7膨（∫ゆe8

　S況据ακ　Cんピ7Lα

　Sん珈加αブαPO航αV．傭θγ呪翻α

　P6副8ブαpo航α
　C惚μo掘磁ノαpo航α
　Pαγαδ飢20ぬPγαθCOκ

　V主義7・η脚π1）んZεδ0置7・6Cん珈π

　P漉08PO駕自励ぬ
　、4Cαη伽Pαηακ8磁面Pん写〃0漉8

Species　occurring　on　the　herb玉ayer：
湾鵡8‘αブαp碗。α

Cα8みαπOPS‘S　C鴛8P漁孟αV．86εδ0価6

、肋C鉱6αブαPO痂Cα

A4ど孟Cんe〃α　包7L（1包♂αオα

Sん0而α80臨ηe〃0漉8V．肌α8ηα
S窩据ακ　Cんぎηα

OPんJopo80πブαpo短。君3

Pε吻αscαηd飢8
ε渉7・窺言んどOPオθ麗8η砂0ηJcα

Z♂εκCγ2ηα置αV．Pα♂認08α

〆隻8α7・乞〃7Z　オαんα0♂

窺η訪αeααμc蜴α疹α
！♂eκ　どηδθ8¢α

D叩ん卿んシ〃駕肌むεガブ蹴αη競

ノ1δe～ガα8Pα疹妬♂α疹α

S緬m疵αノαPOπぎCαV．認e襯謡α
Pぎ詑OS1）07・U㎜　孟06ガ7・α

C卿μo肌副αノαpo航α
Pガεγ‘8ブαpoηガ。α

CθPんαZo置α測8んαγ伽8置。偏αv．ηαπα

湾ceTPα伽α施呪
E解シαブαpo航α
Cα飢ε〃‘αプαpo航α

！＞εoお孟8θα　8e7・‘ceα

Cα7・εκ　co7冨。α

C写m配（痴7πgoθ7・67L9オぎ

1⊃♂α孟αη孟んe7・α　7π‘η0γ

侃e二二∫o♂漉α
一Fα9αγαα記αη置ん。認ε8

V‘oZα　り‘0♂αceα

ゑ即ε10P8‘8こ口e吻eぬπc漁孟α
V‘0♂α9丁卯oceγα8　V．鰯♂68

Pγ泓η初S　‘πCピ8α　V．ん6πん‘e7Z8ガ8

σα〃εcαTρα況。〃ガ8

PO㊥9・πα勧況／α♂Cα加況

∫♂εκPε（玩ηC昭08α

σαγεκ　8孟ε7LOS渉αCん98

エ）68PO7・π魏　8窺認α0ガηπη3

Qz↓eγcz↓88εγγα置α

通し番号

○
○
○
㊨
㊧
×

○
○
㊧
○

働
㊧
㊧
㊧
㊥

○
㊧

○
○
㊥

㊧
○

㊨

○
㊧
㊧
×

爾
×

○
㊧
翻
㊧

○
翻
○
○
○
○
○
○

○
○
○
㊧
○
○
○

コバノガマズミ

サイゴクミツバツツジ
サルトリイバラ
ッルシキミ

アセビ

スギ

アブラチャン
オトコヨウゾ’メ

トベラ
　　ヘ　　　　　　　　　　　ウ　　　

コンアフフ
草本層に出現する種
ヤブコウジ
スダジイ

アオキ

ツルアリドウシ
オオイワカガ’ミ

サルトリイバラ
ジヤノヒゲ
コウヤボウキ
シシガシラ

ハイイヌツゲ
ヒメカンアオイ

キッコウハグマ
モチノキ
ヒメユズリハ
ツクバネウツギ’

ッルシキミ
トベラ

スギ
アセビ

ハイイヌガヤ
イロハモミジ
ピサカキ

ヤブツバキ
シロダモ

ヒメカンスゲ

ンユンフン
ォォバノトンボソウ
ミツバアケビ

カラスザンショウ
シハイスミレ
ノブドウ

コタチツボスミレ
キンキマメザクラ
ヤブムラサキ
ナルコユリ
　　　　“ソヨコ

ニシノホンモンジスゲ
チゴユリ

コナラ
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Table　10．永久方形区6における1985年（初年度）1990年（最：終年度）の植生調査票の比較
　　　　　　　　（鯵：常緑植物，0：夏緑植物）

　　　　　　　　Comparison　of　vegetation　relevるs　in　1985　and　1990　in　the　permanenもquadrat　no，6

　　　　　　　　（鯵：evergreen　plant，　○：summergreen　plant）

Date　of　relev6：

Height　of

Cover　of
｝i［eight　 （＞f

Cover　of
Height　of

Cover　of
Number of

subtree　layer

subtree　layer
shrub　layer

shrub　layer

herb　layer
herb　layer　（％）

　speCles：

　　（m）：

　　（％）：

（m）：

（％）：

（m）：

調査年月日

亜高木層の高さ
亜高木層植被率
低木層の高さ
低木層植被率
草本層の高さ
草本試植被射

出女義数

’85

12

　3
　6
95

　2
20

0．8

　5
18

’90

　　4

　25
　　7

　90
　　3

　20

0．3
　　5

　23

Species　occurri捻g　on　the　subtree　layer：
Cα糀ε〃‘αブαpoη6cα

Pε78θα孟ん槻δεγ8記

　1＞∈～oJ∫孟8θα　827ぎceα

oαPん吻んμん編的蹴αη競
〆1んe6‘α爾／o磁孟α

Species　occurring　on　the　shrub　layer：

　亜高木層に出現する種
㊧　ヤブツバキ
鯵　タブノキ
㊧　シロダモ
翻　　ヒメユズリノ、

○　ミツバアケビ

㊧
㊧
鰯

○

○
○
㊧

○

㊨

○
○
○
露
㊧
爾

低木層に出現する種

　画C％6α吟興Cα
　E脚9αブαpo航α
　Cαme〃6αブαpo漉α
　1⊃♂εぎ06♂α8孟鉱8　8ぎηZOη6ガ

　SηZZ：♂α00　Cん‘ηα

　融θ6どα孟ヅげ。磁孟α

　αηηα況。㎜臓ブαpo航初η

　ゐδ9初8二物肌0δ置諭／0伽況

　伽・η脚π8ブαP傭C％8
　EZαeα9ηπ8況αc7・Pんシ〃α

　　肪8孟e7ピαうγα吻60吻3

　PO背臨αεαび∫〃08αV．　Zαe沈8

　五〇航eγαブαPO競α
　Peγ8eα　置んπη6e7・9記

　DαPん脚剛ん肌孟e‘ブ8況απ禰

　ムゆ8巖況ブαp磁。鴛㎜
Species　occurring　on　the　herb　layer：

㊥
㊥
㊧

㊧

○
○
爾
㊨

㊧
㊧

○
○
㊧

○
○
○
○

アオキ

ピサカキ

ヤブツバキ
メダケ

サルトリイバラ
ミツバアケビ
ヤブニッケイ
イボタノキ
マサキ
マルバグミ

ヤマフジ
カマツカ
スイカズラ

タブノキ
ヒメユズリノ、

ネズミモチ
草本層に出現する種

Hα（1εγα　7ん0γ尼6eα

Cωπε〃6αブαpo競α

湾顧8‘αブαPOπ‘Cα

P読08PO川m孟0伽α
R％6駕8　ん」γ8冠孟祝8

侃ε6ピα耐／o♂ピα渉α

八reoZ‘孟8εα　8θ？ゴceα

磁Cπ6αブαPO航α
Opんゴopogoπ　ブα1）07Lガ。％8

Peγ8εα漁πδεγ9麗

五〇航eγαブαPO痂Cα

s？π認ακcん加α

DαPん吻んシ〃鉱隅押出8況αη航
CZεグ0（9eη（ガ7「0π　孟γぎCん0孟0ηZ財7η

んπpeゆ8ぢsδγe吻e磁ηc編曲
P吻90πα勧ημCα勧況
Rん冠8α飢うゆα

キヅタ

ヤブツバキ
ヤブコウジ
トベラ

クサイチゴ
ミツバアケビ

シロダモ
アオキ

ジヤノヒゲ
タブノキ
スイカズラ
サルトリイバラ
ヒメユズリハ
クサギ
ノブドウ

ナルコユリ

ツタウルシ

5・4
3・3
2　・3

2・2
2・2

2

2

！

1

o

十

十

十

十

十

●

●

3・3
5・4
1・1
1・1

3　十・2
2　　十

2　3・3
1　　十
　　　2・2

　　　1・2
　　　　十

十・2
十・2
十・2
十・2
　十
　十

　十

1・2
十・2
　十

　十
　十

　十

十・2
十・2
　十

　十

　十

　十

　十

1・2
十・2
　十
　十

十・2
十・2
　十

。

十

十

十

十
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2．植生動態調査　Vegetation　dynamics

　植生動態調査は6箇所の永久方形区内に1×1mの小方形区をそれぞれ10箇所設置する重ね枠

法に拠った。すなわち重ね枠法により限定された各小方形区内の植物種の消長を比較することに

より、各永久方形区の植生動態の傾向が推定される。このため、重ね枠法による植生動態調査は、

最も植物個体の変動が激しいと考えられる草本層に限定して、そこに生育する全ての植物の配置

図を作成することにより行われた。植物個体の動態調査は、1985年度（初年度）に描かれた配置

図を基図として、1987年、1990年にそれぞれ季節（春期、夏期、秋期）における植物個体の消長

が記録された。その際、植物個体の消長を明確にするたあに、初年度に実線で描かれた配置図に、

その後、新たに出現した個体を破線で示し、消失した個体を×で示した。なお、①は草本植物お

よび接地植物、⑥は草本層に出現する低木および高木植物の実生、⑫は草本層の低木および高木

種の地表基幹部、そして一および一一一一は三二枝を示している。このように6年間にわたる各小

方形区内における各植物個体の消長が配置図に記録された結果、各植物の年次変化が出現個体数

の増減として集計され、一覧表に示された（Table　12～17）。

　また、1990年（最終年度）における季節的変化を明らかにするために、永久方形区1において

小方形区内の草本層に出現した植物の配置図が4月、8月、11月の3回にわたって作成された。

この結果、各植物の季節的変化が出現個体数の増減として一覧蓑に示された（Table　18）。

A．年次変化

1）小方形区1

　小方形区1は、ヤブコウジースダジイ群集に同定された永久方形区1の南南東側林縁部に沿っ

て設置された10箇所の1×1mの方形枠を纏めている。本四方形区における6年間の林床植物の

消長の特徴は以下の通りである。

　初年度は、出現二二は13種で、そのうちニシノホンモンジスゲの個体数は8個体と最も多く、

次いで常緑植物のシロダモ6個体、ピサカキ4個体、タブノキ3個体などである。最終年度は、

出現記数は29種で、そのうちシロダモが20個体、タブノキが17個体、スダジイが8個体と常緑植

物を中心に大きく増加しているほか、初年度には認められなかったツワブキ4個体、ムベ3個体、

キヅタ2個体などの常緑植物が新たに生育するのがみられた。これらの林床植物の変動は、湿性

立地に生育するヤブコウジースダジイ群集の通常の植物遷移を反映しているといえる。この結果、

本小方形区内における植物種の動態から、本方形区内の森林群落の生育状況は良好であると推測

される（Table　12）。

2）小方形区2

　小方形区2は、やや乾性立地のヤブコウジースダジイ群集の生育する永久方形区2の東南東側

林縁部に沿って設置された10箇所の1×1mの方形枠を纏めている。本小方形区における6年間

の林床植物の消長の特徴は以下の通りである。
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　初年度は、出現種は7種で、そのうちスダジイが9個体と最も多く、次いでヤブッバキが2個

体、ナキリスゲ2個体となっている。最終年度は、出現種数は22種で、そのうちスダジイが24個

体と急激に増加しているほか、ニシノホンモンジスゲも18個体と新たに急増している。このほか、

アオキ4個体、トベラ3個体などの常緑植物が新たに生育するのがみられた。これらの林床植物

の変動は、日陰な常緑広葉樹林の林床における変動は通常の植物遷移を示していると考えられる。

本小方形区内における植物種の動態から、本方形区内の森林群落の生育状況は良好であると推測

される（Table　13）。

3）小方形区3

　小方形区3は、尾根部に接し、高木層にアカマツの混生したヤブコウジースダジイ群集の生育

する永久方形区3の東側林縁部に沿って設置された10箇所の1×1mの方形枠を纏めている。本

小方形区における6年闇の林床植物の消長の特徴は以下の通りである。

　初年度は、出現種数は！3種で、そのうちッルアリドウシの個体数は11個体と最も多く、次いで

常緑植物のシロダモ8個体、スダジイ7個体、ヤブッバキ5個体、ジャノヒゲ4個体、ピサカキ

2個体などがみられる。最終年度は、出現種数は32種で、そのうちッルアリドウシが33個体、ピ

サカキが23個体に大幅に増加しているほか、初年度には認められなかったニシノホンモンジスゲ

は30個体、コタチッボスミレが11個体、ミツバアケビ10個体などが新たに増加している。このよ

うな林床におけるミツバアケビ、ノブドウ、クロモジなど夏緑植物やッル植物の増加は、本方形

区におけるアカマツの枯死による伐採の影響と考えられる。しかし本小方形区内における全般的

な植物種の動態から判定して、本方形区内の森林群落の生育状況は良好と推測される（Table　14）。

4）小方形区4

　小方形区4は、尾根部に接し、高木層にコナラ、アカマツの混生したヤブコウジースダジイ群

集の生育する永久方形区4の南南西側林縁部に沿って設置された10箇所の1×1mの方形枠を纏

めて示している。本楯方形区における6年闘の林床植物の消長の特徴は以下の通りである。

　初年度は、出現種数は16種で、そのうちヤブコウジの生育個体数は25個体と最も多く、次いで

コウヤボウキが23個体、シロダモ8個体、ツルアリドウシ7個体などがっつく。最終年度は、出

現種数は27種で、そのうちヤブコウジが45個体、コウヤボウキが40個体、ツルアリドウシが32個

体、ツルシミキが15個体、スダジイが12個体と常緑植物を中心に大きく増加しているほか、初年

度には生育が認められなかったミツバアケビ10個体、コナラ5個体などが新たにみられた。この

ように本小方形区内では、コウヤボウキ、サルトリイバラ、ミツバアケビ、コナラ、アオダモな

ど夏緑植物の個体数も多く認められたことや、本方形区が山道に隣接していることなどから、本

森林群落の林床に多少の撹乱のあったことが推定される（Table　15）。
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5）小方形区5

　小方形区5は、尾根部斜面に設定され、高木層にアカマツの優占するヤブコウジースダジイ群

集の生育する永久方形区5の西側枠辺に沿って、林縁部からの林内に向かって設置された10箇所

の1×1mの方形枠を纏めている。本小方形区における6年間の林床植物の消長の特徴は以下の

通りである。

　初年度は、出現種数は21種で、そのうちッルシキミの生育個体数は39個体と最も多く、次いで

ッルァリドウシ14個体、ヤブッバキ10個体、ヒメカンアオイ8個体、ピサカキ7個体、ジャノヒ

ゲ7個体などとなる。最終年度は、出現種数は31種で、そのうちッルアリドウシが39個体、ッル

シキミが37個体、ヤブッバキが29個体、ピサカキが12個体、シロダモが8個体と常緑植物を中心

に増加している。一方、初年度には生育が認められなかったニシノホンモンジスゲが19個体、ミ

ツバアケビ14個体、コタチッボスミレ9個体、クロモジ5個体などの夏緑植物が多数生育してい

る。逆に、初年度にみられたヒメカンスゲ5個体、シュンランユ個体、ハイイヌガヤユ個体、イ

ロハモミジ1個体などは消失している。このように本章方形区において夏緑植物の個体数や消失

した植物種の多いことは、本方形区内の森林群落の林床に付設されていた配線の処理などによる

林床の撹乱があったと考えられる（Table　16）。

6）小方形区6

　小方形区6は、海岸崖地に接した岬の台地状に生育する、タブノキ、ヤブッバキの優占する風

衝低木林に設定された永久方形区6の南南東側林縁に沿って設置された10箇所の！×1mの方形

枠を纏めている。些事方形区における6年間の林床植物の消長の特徴は以下の通りである。

　初年度は、出現種数は12種で、その中でトベラの生育個体数は11個体と最も多く、次いでタブ

ノキは6個年、アオキが5個体、ヤブッバキは4個体などとなっている。最終年度は、出現種数

は19種で、そのうちトベラが40個体、アオキが29個体、キヅタが25個体、シロダモが15個体、ヒ

メユズリハが11個体と常緑植物を中心に大きく増加している。また初年度には生育が認められな

かったメダケが24個体、ヤブコウジが7個体、ヤマフジ4個体などが新たに分布している。この

ように本小方形区内では、大部分の植物種の個体数が増加している一方で、タブノキ、ジャノヒ

ゲなど常緑植：物の一部は逆に減少している（Table　17）。

B．季節的変化

　年次変化と同様に、一年間の春季～秋季における林床植物の季節的変化についても考察された。

その一例として、永久方形区1に設置された10箇所の小方形区において、1990年（最終年度）に

草本帯に出現した植物の配置図を4月、8月、11月の3回にわたって作成し、各植物の消長を記

録した（Fig．10）。この結果、季節的変化が出現個体数の増減として一覧表に示された（Table

18）。本小方形区における植物個体の季節的変化は、以下のように纏あられた。

　出現種数は、8月に29種から33種に増え、次の11月には最初と同じ29種に戻っている。これは、
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Fig．10．永久方形区1における小方形区（1～10）の草本層に出現した植物の季節的変化

　　　　　　（1990年4月，8月，11月に調査）

　　　　　Seasonal　change　Of　p玉ants　in　the　herd　layer　of　10　nested　quadrats　of　perエnanent

　　　　　quadrat　1（investigated　at　april，　August　and　November　in　1990）．

○／一一：新たに出現した植物newly　occurring　plant．×：消失した植物plant　recently　disappear－

ing．④：草本植物herbaceous　pla批．◎：低木及び高木植物の実生shrub　Or　tree　seedling

trees．②：低木及び高木植物の基幹部basal　area　of　shrubs　and　trees．一一：飼舗枝stolon．

Ac：湾。εrηLoπoイタヤカエデ，　Ak：、41己θ玩αかび。互厩α　ミツバアケビ，　Al：Albizia　julibrissin

ネムノキ，At：As観δε〃協πδε瘤εアカショウマ，　Au：湾μcμわαノ（辺ρo読。αアオキ，　Ca二Cαs亡απopsお

。μερ‘（加雄ひ．8fθδoZdl琵スダジイ，Cd：C醐ρε8如ηz（1加αガ。α伽ητガンクビソウ，Ch：0んr：y8α厩んεm雄γz

ητα観几画　リュウノウギク，Ci：αηπαηzoπzωπτメ（切。漉。ωητヤブニッケイ，Cj：σαzz‘oαψαメ仰。漉。α

ムラサキシキブ，Cl：CdrεκZe漉αナキリスゲ，　Cm：（】α隅εZZ‘αノ（辺po読。αヤブツバキ，Cn：C貌παmo一

濡μmcα澱ρんorαクスノキ，Co：Oom，α8うrαcんypo（1αクマノミズキ，Cr：（】αrεκZεμcocんZorαアオ

スゲ，Cs：0αr2κs舵πos亡αc1げsニシノホンモンジスゲ，　Ct：σθZα8〃μ80rδ‘cμZαめμ8ツルウメモド

キ，El：EZαeα8πω88Zαわrαッルグミ，Eu：Eμr：yαノ¢po読。αピサカキ，Fa：Fα8αrααオZαπ仇。乞（1θ8カ

ラスザンショウ，Fl：Fαげ比9地ητノ（切。π‘c㏄ητツワブキ，He：んεdεrαrん。ηLうθαキヅタ，K：a：καZOPαηακ

．切。臨sハリギリ，Ls：五ε8μ蕊rμ1γτoδ臨8承）Z彪ηzイボタノキ，Ne：Nθo砒8εα8εrめεαシロダモ，Op：

0ρんめpo80πノαρoπ‘cα8ジャノヒゲ，　Os：08η聯π（1α偽ρo几乞。αゼンマイ，Pa：Pαedεrlαscαπdεηsひ．

mα‘rθ‘ヘクソカズラ，Pe：Pθrsεα仇ωη，わεr8泥タブノキ，　Pf：Po妙80几α枷π↓掴Zcα伽肌ナルコユリ，

Pr：Prunus　incisa　v．　kinkiensisキンキマメザクラ，Pt：P漉。εporμ1ηめわ乞rαトベラ，Sh：S臨α就。π1α

んeκ（甲1覆yZZαムベ，　Srn：Sη副ακc痂ηαサルトリイバラ，SO：80Zαημm砂rα枷ητヒヨドリジョウゴ，

St：S亡e87乙ogrαηL加αpo820‘s訪sp．　moZZおsεπzαミゾシダ，　Vi：岡oZα8r：ypocerαsひ．ε：℃漉8コタチツ

ボスミレ，
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8月にツルグミ、キンキマメザクラ、カラスザンショウ、エノキ、ネムノキ、ゼンマイの6種が

新たに出現し、アカショウマ、ナルコユリの2種が消失したことによる。また、11月にはリュウ

ノウギクが出現したが、イボタノキ、ハリギリ、エノキ、ネムノキ、ゼンマイの5種が消失して

いる。

　個体数の増加の最も多いのはヘクソカズラで、3種からユ7種に増加している。それに次いで常

緑植物のタブノキやスダジイの実生が2～3種ほど増えている。また、個体数が減少したのはミ

ツバアケビ、ミゾシダ、ヒヨドリジョウゴ、イボタノキなど！1種の夏緑植物だけであった。一方、

シロダモ、アオキ、ジャノヒゲ、ツワブキ等の常緑植物は、一部8月に増加した植物もみられた

が、全般的に4～11月にかけて、個体数の季節的な変動は認められなかった。

　以上本小方形区における植物個体数の変化の傾向を分析した結果、夏季の8月に夏緑植物を中

心として出現個体数が増加し、秋季の11，月にはまた夏緑植物だけが減少していることが明らかに

された。このことは夏緑植物の一年間における生活史を反映した結果と考えられる。すなわち本

小方形区では、自然の森林群落の林床でみられると同様の植物の季節的変動が行われていると推

測された。また、将来の極相林の主要な樹種であるスダジイ、タブノキの実生が安定して増加し

ていることも、本小方形区の設定された森林群落の林床が安定した生育環境下にあることを示し

ている。今回明らかにされなかったが、他の小方形区の季節的変動においても同様な傾向を示す

と考えられる。

Table　11．植生調査資料に基づく常緑、夏緑、針葉植物の積算被度率の比較（Table　5～10参照）

　　　　　Sunned　cOverage　percentage　of　evergreen，　surnrnergreen　and　needle－leaved　plants，

　　　　　based　On　vegetation　relevさs　（see　table　5　to　10）

方形図

oQ
植　物
olants 1985 1990

1

ESN 186．4

R9．3

@0。1

223．9

S9．9

@0．1

2

ESN 160．9

S3．0

@0．

163．3

S6．4

@0．

3

ESN 97．1

W6．2

O．1

161．0

R1．7

@0．1

4

ESN 134．6

T8．5

@5．1

96．6

V9．0

T．0

5

ESN 144．6

U8．6

U7．8

96B
V2．ユ

R7．7

6

ESN 206．1

Q3．1

@0．

178．6

Q3．6

@0．

E　常　緑　植　物
　　evergreen　plant

S　夏　緑　植　物

　　summergreen　plant

N　針　葉　植　物
　　needle－1eaved　plant

PQ：permanent　quadrat
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Table　12．永久方形区1に設置された小方形区における各植物個体数の年次変化
　　　　　　　　（鯵：常緑植物，○：夏緑植物）

　　　　　　　　An．nual　changes　Qf　Qccurr煎g　pla批s　in　the　nested　quadrats　Of　the　permanen七quadrat

　　　　　　　　no．1（翻：evergreen　plan七，○：summergreen　plant）

Date　of　relev6：

Number　of　species：

調査年月日

出現種下

’85

　12
　　　3

　13

’90
　　　4

　24
　29

Species　occur　i捻1985　and　1990：

　Cα¢eκ8孟θη08孟αc勿8

　八rθ0♂ど孟8eα　8εγガCεα

　E雛シαブαpoηど。α

　Pe78εαぬ励θγ8記

　OPんゆogoηブαpo競鋭s

　Cα8診απOP8‘8　c財8μ4α置αv．8どedo♂面

　細C始α∫αPOπδCα

　Cα魏ε〃‘αブαpo航α

　S孟egη097αηLmα　po20εsubsp．魏。〃‘886mα

Species　Occured　i捻1985：

　0飢鴛醐αノαpo航α

　C6πηαηLO飢鉱ηzブαpoηδc鴛ηz

　Pシア0♂αブαP碗Cα

Species轟ew玉y　occur　in　1990：

温θう‘α捌」観翻α

Pαe（9θ7・疹α　8Cαπ（9ε7L8　V。？πα67・εガ

Cα7pe8ガ膿野面。α勧㎜

Fαη勉9薇肌ブαpo航秘況

S伽η疹。痂αん2καPんシ〃α

Cαγeκ♂ε窺α

E♂αeα97鍵乙8　9♂α6γα

Co7η冠86Tαcん卯odα

∫ノε（1e？・α　7・ん07π6eα

S？π記ακcん‘ηα

yピ0♂α97幽OCθγα8　V．副♂ガ8

Fα9αrαα‘ごα撹ん。‘des

C伽α況0鵠賜況Cα即んOTα

ノ1ce7・　ηZOπO

Cα〃‘cαγPα加。航α

P漉08PO働糀孟0餅α
SoZα↑襯77L　勾γα孟珈γL

lP働肱8ぢπC68αV．勧η碗θη8δ8

Cαγεκ♂eμcocん♂oγα

Cんη8α鷹んε糀口口αん6ηoぎ

○

㊥

㊧

㊧

㊧

㊧

㊨

㊧

○

1985～1990年に出現した種

ニシノホンモンジスゲ

シロダモ

ピサカキ

タブノキ

ジヤノヒゲ

スダジイ

アオキ

ヤブツバキ

ミゾシダ

　　1985年に出現した種

○ゼンマイ
㊧　ヤブニッケイ

○　イチヤクソウ

　　1990年に新たに出現した種

○

○

○

㊧

㊧

○

㊧

○

㊧

○

○

○

㊧

○

○

㊧

○

○

○

○

ミツバアケビ

ヘクソカズラ

ガンクビソウ

ツワブキ

ムベ

ナキリスゲ

ツルグミ

クマノミズキ

キヅタ

サルトリイバラ

コタチツボスミレ

カラスザンショゥ

クスノキ

イタヤカエデ

ムラサキシキブ

トベラ

ヒヨドリジョウゴ

キンキマメザクラ

アオスゲ

リュウノウギ’ク

8

6

4

3

2

1

1

！

！

1

1

1

o

■

o

曾

・

・

o

o

o

・

o

●

o

●

o

17
20
　2

17
　4

　8

　5

　1

　1

o

●

・

19
圭7

　7

　4

　3

　3

　2

　2

　2

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1
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Table！3．永久方形区2に設置された小方形区における各植物個体数の年次変化
　　　　　　　　（鯵：常緑植物，○：夏緑植物）

　　　　　　　Annuaユchanges　of　occurring　pユants　in　the　nested　quadrats　of　the　permanen七quadrat

　　　　　　　　nO．2（翻：evergreen　plant，○：summergreen　plant）

Date　of　relev6：

Number　of　species：

調査年月日

出現種数

，85

　12
　　　3

　　　7

’90
　　　4

　24

　22

Species　occur　in　1985　and　1990：

　Cα8伽OP8ピ8　c駕8μd伽v．8‘e60嫡‘

　Cαヅ∈～二u　Zε7z置α

　Cα㎜ε臨αプ叩。航α

　1Veo出置8ξ1α　8θ7・‘ceα

　OPん60pogoηブαpoη‘c拐8

Species　occured　in　1985：

　ノ∠1Cε？・　8δθ60♂（泥αηπ7π

Species　newly　occur　in　1990：

Cα7θκ8置επ08εαc吻8

Vど0♂α9塑poceγα8　V．　e窺♂68

湾πC励αブαPOη‘Cα

Fα9α7αα記αη孟ん。認e8

∫）α∈～（1e7ピα　8Cαη（1επ8　V．ηLαぎ7・ε6

Ce臨88‘π2π8ぎ8　v．加。ηゴ。α

P薦08PO働況置0δぬ

舶εδ」α孟7び。磁孟α

0μ‘8耀徽8冠帽漁好oZ6π8　v．ブαP・航％8

Eγ6ge70η8鴛祝α漉7L8」8

Cα〃6cαη）αブαPo痂。α

So♂απ駕㎜壇α加況

P7・鉱π鴛8　‘7LC∫8α　V．　んぢ7しん疹e7Z8ピ8

Cαγeκ　♂ε鋤COCん♂0γα

Q鉱eγc秘88eγγα置α

Mα〃0蝕8ブαP翻C駕8

五ノぎ7Ldε7α　π？π6e〃α孟α

　1985～1990年に出現した種

㊧　スダジイ

○　ナキリスゲ

㊨　ヤブツバキ

㊧　シロダモ

㊧　ジャノヒゲ

　1985年に出現した種

○　コハウチワカエデ

　1990年に新たに出現した種

○

○

㊧

○

○

○

㊧

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

＿シノホンモンジスゲ

コタチツボスミレ

アオキ

カラスザンショウ

　　　　　　　ゆヘクソカスラ

エノキ

トベラ

ミツバアケビ

コチヂミザサ

オオアレチノギク

ムラサキシキブ

ヒヨドリジョウゴ

キンキマメザクラ

アオスゲ

コナラ

ァカメガ’シワ

クロモジ

9

2

2

1

1

1

o

●

●

o

●

・

o

o

・

●

●

o

o

・

o

●

●

24
　6

　2

　2

　1

o

18
　9

　4

　4

　3

　3

　3

　2

　2

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1
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Table　l4．永久方形区3に設置された小方形区における各植物個体数の年次変化
　　　　　　　　（愚：常緑植物，○：夏緑植物）

　　　　　　　　Armual　changes　of　occurr滋g　plants　in　the　nested　quadrats　of　the　perrnanent　quadrat

　　　　　　　　no．3（鈎：evergreen　plant，○：summergreen　plant）

Serial　no．：

Number　of　species：

調査年月日

出現種馬

，85
　12
　　　3

　13

，90
　　　4

　24
　32

Species　occur　in！985　and　1990：

　Ml渚Cんθ♂♂α　㍑7zdl鴛♂α置α

　八reoお孟8θα　8eγピCεα

　Cα8孟απOP8ガ8　c包8μ面孟αv．8δθδo傭δ

　Cα肌e〃‘αブαP・航α

　OPんゆogoηブαpoηピ。鴛8

　DαPん吻んシ〃π況捗的8糀απ舳

　湾磁s‘αブαpoη6cα

　E％惚αブαpoπぎ。α

　∫ZθκC7ε冗α置αV．Pα嗣08α

　光冠C励αブαPO航α

　∫zεκ‘漉8γα

　S疵♂ακcんぬα

Species　Qccured　in　1985：

　Cα7eκ♂e窺α

Species　newly　occur　i籍1990：

Cαγθκ8むεη08孟α吻8

V‘・Zα9留POCαα8　V．副♂ガ8

侃ε6ガα爾∫o磁孟α

1，‘η（♂θγα　駕ηz6e〃α疹α

窺η8磁εααμc嘱αオα

・4即εゆ8ぎ8δγe吻εぬπc漁孟α

Peγ8eα置ん鴛π6eγ9記

s西α翻。伽んεκαPん写〃α

Fα9α7αα記απ置ん。認e8

▽「ガ0♂α　”JoZαceα

Sん寸寸αブαPO疵。αV．認θγ耀伽

Pピ副8ブαpoηど。α

Cα〃ぢCαγPαノαPO航α

Mα〃0齢ブαPO航駕S
αe孟ん7α6αγ66πε7画8

απηα況。況鉱況加・η蜘飢

ゐ0航ε7αブαPOπ‘Cα

ノ1ce7・　8ゴθ（10♂（∫～：αη％ηZ

α飢画8ブαpo航α
cα〃ピ。αγPα窺。〃ぎ8

1985～1990年に出現した種

ッルアリドウシ

シロダモ

スダジイ

ヤブツバキ

ジヤノヒゲ

ヒ．メユスリハ

ヤブコウジ

ピサカキ

ハイイヌツゲ

アオキ

モチノキ

サルトリイバラ

　　狛85年に出現した種

○　ナキリスゲ

　　1990年に新たに出現した種

○

○

○

○

○

○

㊥

㊨

○

○

㊧

㊥

○

○

○

㊧

○

○

○

○

ニシノホンモンジスゲ

コタチツボスミレ

ミツバアケビ

クロモジ

キッコウハグマ

ノブドウ

タブノキ

ムベ

カラスザンショウ

シハイスミレ

ッルシキ．ミ

アセビ

ムラサキシキブ

ァカメガシワ

リョウブ

ヤブニッケイ

スイカズラ

コハウチワカエデ

ハンショウヅル

ヤブムラサキ

11
　8

　7

　5

　4

　3

　3

　2

　2

　1

　1

　1

1

○

・

・

●

●

・

・

●

●

●

o

，

o

・

・

．

●

・

●

●

33
　9

10
　4

　4

　9

　2

23
　1

　3

　2

　1

●

30
11
10
　5

　5

　4

　2

　2

　2

　2

　2

　2
　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　　1

　十
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Table　l5．永久方形区4に設置された小方形区における各植物個体数の年次変化
　　　　　　　　（鯵：常緑植物，．○：夏緑植物）

　　　　　　　　Annual　changes　Qf　occurring　plants　in　the　nested　quadra七s　of　the　permanent　quadrat

　　　　　　　　no．4（鯵：evergreen　plant，○：summergreen　plant）

Date　of　relev6：

Num　ber　of　species：

調査年月日

出現種数

’85

　12
　　　3

　16

’90
　　　4

　24
　27

Species　occur　in　1985　and　1990：

　ゑ殖sごαブαpo痂。α

　Pε吻α8cα屈εη8

　／Vεo臨86α8θ酉。θα

　ル∫」孟Cんe♂」α　㍑ηd：鴛♂α診α

　SηZ～：♂ακ　CんδγLα

　Sんぬ伽αノαpo航αv．掘e？・視εdどα

　Sん0漉α80♂dαηε〃・漉8V．況α9πα

　Cα況θ〃ゴαノαp磁。α

　S飽痂0μ副8吻傭Cα
　S孟鋸π診。漁んeκαPんシ〃α

　Cα8孟αηOP8ゴs　c鉱8μ4α孟αv．8ピθbo嬉ぎ

　E雛シαブαpo航α

　Peγ8εα孟ん魏6eγ9麗

　DαPん卿ん雪〃賜？π孟θ々8況αη翻

Species　occured　in　1985：

　Rん・40dθ屈γ0ηんαe即／ε7ガ

　ノ吻γピ。α物δγα

Species　newly　occur　in　1990：

踊ε66月置耐。磁置α

Q駕eγc鴛88e7γα孟α

Fγακ‘η％8　8‘eδoZd熔αηα

Cぎηπα？πo？π脚7L．ノαpoηガcz↓視

1⊃0冠7’孟ん‘αeα　”ガ”03α　V．　♂αθ刀ピ8

Rん窺sα勅どguα

融C励αブαPO競α

Pαε4θ7ぢα8cαη鹿π8v．肌α」7e♂

Fα8αγααぬ窺ん。ガde8

五ノゴπ（1ε7・α　包ηzδε〃α孟α

／1Cε7・　8Jeδ0♂（1ぎα7L錫ηZ

〆18α7鴛ητ　孟ακαOZ：

D卿0μ副8θγμん7080γα

㊨

○

㊧

㊥

○

㊥

㊧

○

㊨

㊧

㊧

醗

1985～1990年に出現した種

　ヤブコウジ

　　コウヤボウキ

　　シロダモ

　　ツルアリドウシ

　サルトリイバラ

　　ッルシキミ

　　玉座イワカガミ

　ヤブツバキ

　　シシガシラ

　　ムベ

　スダジイ

　　ヒサカキ

　　タブノキ

　　　　　　　　　　ヒメユスリハ

　　1985年に出現した種

○　ヤマツツジ

㊧　ヤマモモ

　　1990年に新たに出現した種

○

○

○

㊧

○

○

㊧

○

○

○

○

㊧

㊧

ミツバアケビ

コナラ

マルバアオダモ

ヤブニッケイ

カマツカ

ツタウルシ

アオキ

ヘクソカズラ

カラスザンショウ

クロモジ

コハウチワカエデ

ヒ駐日ンアオイ

ベニシダ

25
23
　8

　7

　6

　4

　4

　3

　3

　2

　1

　1

　1

　1

2

1

・

●

o

・

■

・

o

o

●

・

●

o

・

45
40
10
32
　9

15
　9

　5

　4

　2

12
　6

　2

　2

●

o

10
　5

　3

　2

　2

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1
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Tab玉e！6．永久方形区5に設量された小方形区における各植物個体数の年次変化

　　　　　　　　（鯵：常緑植物，○：夏緑植物，×：針葉植物）

　　　　　　　　Annual　cha．nges　Of　Occurring　plants　in　the　nested　quadrats　of七he　permaner比quadraも

　　　　　　　　no．5　（鯵　：evergreen　plant，○　：summergreen　plant，　×　：needle－leaved　planも）

Da．te　of　relev盃：

Number　of　species：

調査年月日

出現画数

’85
　　　2

　　　4

　21

’90
　　　4

　25
　31

Species　occur　in　1985　and　1990：

　　Sん読伽αブαPO航αV．漉θ丁脱dガα

　M記。んθ〃α槻伽♂α孟α

　Cα耀〃ピαブαpo航α

　／18α7錫η忽　孟ακα0ガ

　E包ηαブαpo繭α

　OPんゆ080πノαpoηど。鴛8

　ハ1ε0♂ゴ置Sεα　8e7ゴCεα

　S伽臨0με7ガ8π珈ηガCα

　DαPん卿ん写〃初況孟的8㎜αη航

　　Cα8伽OP8ど8　C鴛8P四七αV．8δθうoZ面

　磁。励αブαpoη∠oα

　窺η8磁θααμc漁孟α

　Pe吻α8cα磁eη8
　∫♂eκ認egγα

　Pぎ副8加。ηゴ。α

　　Sん07診ぬ80♂dαηθ〃0認θ8V．貌α9πα

　・46e磁8Pαぬ♂α孟α

Species　occured　in　1985：

　Cαγεκ　COηピCα

　c騨6ぬm80副η9π
　鴻。σPα♂呪α勧窺

　CεPんα♂・嬬π8んα剛η9言。πぬv．ηαπα

Species　newly　occur　in　1990：

Cαγeκ8毒eη08置αcんシ8

踊εδ‘α孟γげ。磁孟α

y60♂α9惣pocerα8　V．　eκど♂ど8

五67Ldlε7・α　鉱肌δε〃αオα

1⊃αε（どεγピα　8cαη（どeη8　v．7παδγeガ

Fα9α7ααぬη孟ん。娩8

S？π」♂ακ　Cんぎηα

Cα〃磁γPαブαP・航α

C2伽886ηeη8ど8　v．ブαpoηど。α

Q㍑eTC鴛88e7γα置α

ん叩εゆ8‘8δ7e吻e4鉱ηc漁置α
yぎ0♂α　η60♂αCεα

脇δ丁壮mpん♂eδ伽ぎ。勧魁
▽Fガ6鉱77z％ητ　（∫1：♂α孟α孟㍑ηz

1985～1990年に出現した種

㊧ッルシキミ
㊥ツルアリドウシ

㊥ヤブツバキ
㊧　ヒメカンァオイ

㊧　ピサカキ

㊧　ジャノヒゲ

㊧　シロダモ

○　シシガシラ

㊧ヒメユズリハ
㊧　スダジイ

㊧　アオキ

○　キッコウハグマ

○　コウヤボウキ

⑳　モチノキ

㊧　アセビ

㊥オオイワカガミ
○　　ツクバネウツギ

　1985年越出現した種

○　ヒメカンスゲ

㊧　シュンラン

○　イロハモミジ

×　ハイイヌガヤ

　1990年に新たに出現した種
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ニシノホンモンジスゲ

ミツバアケビ

コタチツポスミレ

クロモジ

ヘクソカスラ

カラスザンショウ

サルトリイバラ

ムラサキシキブ

エノキ

コナラ

ノブドウ

シハイスミレ

オトコヨウゾメ
　　　　　ガマスミ

39
14
10
　8

　7

　7

　5

　4

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　！

5

1

1

1

o

●

・

o

．

○

o

・

●

o

・

o

・

37
39
29
　7

18
　6

　8

　1

12
　4

　3

　3

　2

　1

　1

　1

　1

●

o

，

・

19
14
　9

　5

　2

　2

　2

　1

　1

　1

　ユ

　1

　1

　1
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Table　17．永久方形区6に設置された小方形区における各植物個体数の年次変化
　　　　　　　　（鯵：常緑植物，○：夏緑植物）

　　　　　　　　Armual　changes　of　occurr血9　P玉ants　irl　the　nested　quadrats　Of　the　permanent　quadrat

　　　　　　　　no．6（鯵：evergreen　plaRt，○：summergreen　plant）

Date　Of　relevξ：

Nurnber　of　species＝

調査年月日

出現岡三

’85

　12
　　　3

　12

’90
　　　4

　25

　19

Specユes occur in　1985　and　1990：

㊧

㊧

㊧

㊧

㊨

○

㊧

㊧

○

○

1985～ユ990年に出現した種

　P漉08PO川況言0ゐぬ

　Pσ8θα漁η6θ78琵

　・4％C励αブ叩0航α

　Cα脱臨αブαpo航α

　／∫ε（1e7・α　7・ん0ηZδθα

　／▽θoZが孟8eα　8e7・ごceα

　、晶e6ぬ評び。伽孟α

　OPん加ogoπブαpo競㍑8

　D叩んηゆん9〃鋤皿孟的8況απ航

　ゐ0航eγαゴαPOη6Cα

　S加♂ακcんぬα

Species　occured　in　1985：

　R㍑6祝8ん齢8麗u8

Species　newly　occur　in　1990：

P♂eガ。δ♂α8施88ぬ。痂が

甲唄ぎαブαpo航α

貼8オ飢α6γαcんψo鞠8

Pαe（1ε幅α　8Cαηdeη8　V．7παぎ7・θ‘

Eπηαブαp伽。α

αππα況。呪u況ブαp碗。㍑況

1・ゆ8撫視ブ叩・ηぎ。πm

R・8α況流δルγα

トベラ

タブノキ

アオキ

ヤブツバキ

キヅタ

シロダモ

ミツバアケビ

ジヤノヒゲ

ヒメユズリハ

スイカズラ

サルトリイバラ

　　1985年に出現した種

○　クサイチゴ

　1990年に新たに出現した種

○

㊥

○

○

㊧

㊥

㊧

○

メダケ

ヤブコウジ

ヤマフジ

ヘクソカズラ

ピサカキ
　　　づ

ヤブニッケイ
へ　　　　　　　

不スミモチ

ノイバラ

11

　6

　5

　4

　3

　3

　2

　2

　1

　1

　！

2

o

．

，

●

・

○

．

o

40
　5

29
　7

25
15
　2

　　1

11

　4

　　1

■

24
　7

　4

　1

　1

　1

　1

　1
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Tlable　圭8．

Mo魏ths：

Number　of

永久方形区1に設置された小方形区の草本層に出現した各植物個体数の季節的変化
（1990年4月，8月，11月に調査）
Seasonal　changes　of　plants　occurring　on　the　herb　layer　in　l　O　neste（i　quadrats　Of

permanentquadra七nO．1（investigated　at　April，　August　and　November　in！990）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査月　　　　　　　　　　　4　　8　　11

species：　　　　　　　　　　　　出現種数　　　　　　　　　29　33　29

旦vergreen　plants　increased：

　　PθT8εα疹ん槻6θγ9記

　　Cα8孟αηOP　8ぎ8　c鉱sμ面西αv．86ε60Z翻

　　EZαeα9η％88」α67α

Summergreen　p玉ants　increased：

　　Pαede7ぎα8C侃deπ8　V．況α67e♂

　　Pγ槻駕8伽。ガ8αv．麓禰ゴεη8‘8

　　Cん7シ8αη孟んε況撹況肌α伽。ゴ

Summer　ree捻plants　decreased：

　　侃eδ‘α爾／o磁孟α

　　S孟e8・η09γα7πηzαpozoガsubsp．視。〃♂88」況α

　　So♂απu盟ご97α蝕飢

　　ゐ喀㍑8飽mo伽8び0盈η
　　KαzOPαηακμc施8

　　湾8孟〃δe疏撚6εγ8麗

　　PO勿80η伽況μC鷹η
　　Fα9αγααぬη孟ん。認e8

　　Cε伽88どηεπ8‘8V．ブαP・痂Cα

　　駕6旙αμかぎ88ぬ
　　08糀ππ4αブαpo疵。α

£vergreen　pla脆ts　Sもable　in　number：

　1Veo♂‘孟seα　seゲ‘ceα

　磁C鴛δαブαPO航α

　　OPんゆogoη加。π6c鉱8

　　Fα蜘9頭光加。航駕鵬

　　s孟α翻・痂んθκαPんシ〃α

　　E包ηαブαpo航α

　Hede7α7ん。糀δeα

　　Cぎ7z7τα？πo況鋭7π　Cα7πPんOTα

　　cα肌ε〃ぬブαpo航α

　　P読08PO鰍旧説ぬ
Summer　reen　lan毛s　stab五e圭n　number：

Cαγεκ8置eηos孟αcんシ8

Cαγpe8謡㎜曲画。α施魏
Cα7・εκ　♂θ7z孟α

8而♂ακcん加α

Co7π％867α吻P・面
、4Cεγ飛0πO

Cα7εκZe鴛COCんZO7α

V‘0♂α87卯oceγα8　V．磁」ぎ8

Cα〃6CαγPα加・η6Cα

個体数の増加した常緑植物
　　タブノキ

　　スダジイ

　　ツルグミ

個体数の増加した夏緑植物

　　ヘクソカズラ

　　キンキマメザクラ

　　リュウノウギ’ク

個体数の減少した夏緑植物

　　ミツバアケビ

　　ミゾシダ

　　ヒヨドリジョウゴ

　　イボタノキ

　　ハリギリ

　　アカショウマ

　　ナルコユリ

　　カラスザンショウ

　　エノキ

　　ネムノキ

　　ゼンマイ

個体数の安定した常緑植物
　　シロダモ

　　アオキ

　　ジャノヒゲ

　　ツワブキ

　　ムベ

　　ピサカキ

　　キヅタ

　　クスノキ

　　ヤブツバキ

　　トベラ

個体数の安定した夏緑植物

　　ニシノホンモンジスゲ

　　ガ’ンクビソウ

　　ナキリスゲ

　　サルトリイバラ

　　クマノミズキ

　　イタヤカエデ

　　アオスゲ

　　コタチツボスミレ

　　ムラサキシキブ

15

　5

3

21

　2

　2

　1

　1

　2

　！

2G

　5

　4

　4

　3

　2

　2

　1

　1

　1

17

　7

　3

　2

　2

　1

　1

　1

　1

17

　7

　1

圭4

　1

19

　5

　2

　2

　1

　0

　0

　2

　1

　1

　1

22

　5

　4

　4

　3

　2

　2

　1

　1

　1

19

　7

　3

　2

　2

　1

　1

　1

　1

17

　8

　2

17

　1

　1

19

　1

　1

　0

　0

　1

　0

　0

0

20

　5

　4

　4

　3

　2

　2

　1

　1

　1

17

　7

　3

　2

　2

　1

　1

　1

　1
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3．樹木活力度調査　Tree　vitality

　樹木活力度調査は森林環境の長期的な経年変化を観測するのに有効である。各永久方形区内に

生育し、高木層および亜高木層を構成する主要な樹種を5個体つつ任意に抽出し、樹木活力度評

価基準（Table　4）に従って、樹木の活力度判定と胸高直径の測定を行った。そのうち、各樹種：の

6年間の成長比較を纏める意味で、1985年（初年度）と1990年（最終年度）の平均活力度評価

（A～D）と測定樹木の胸高直径（cm）の記録が比較、評価された（Table　l　9）。

1）永久方形区1

　本方形区においては、スダジイ3本、タブノキ2本、が測定樹木として選択されている。スダ

ジイは、評価CからB（番号！）とBからA（番号2，3）に、タブノキは評価BからA（番号

4，5）にそれぞれユランク評価が上がっている。また胸高直径をみると、スダジイは平均8．6cm、

タブノキは平均6．8c皿成長している。このことから、本方形区では、周辺部での伐採の影響を受け

た後、森林環境が現在まで順調に回復していることを示している（Table　l　9）。

2）永久方形区2

　本方形区では、5本ともスダジイが選択されている。いずれのスダジイも評価AもしくはBで、

6年間同じ活力度評価がなされた。5本のスダジイの胸高直径は平均3．lcm成長しており本方形区

内の森林植生も、伐採の影響後、比較的安定した環境が回復していることを示している（Table　l　9）。

3）永久方形区3

　本方形区では、スダジイ2本、アカマツ3本が選択されたが、アカマツの1本（番号4）は19

87年にマツクイムシの被害により枯死したため、伐採処理されている。この際の撹乱により、ス

ダジイのうち1本（番号2）が評価AからBに！ランク下がっている。残った2本のアカマツは

最終年度に初年度と同じBに評価された。胸高直径の平均成長は、スダジイは4．Oc皿、アカマツは

3．7cmと順調な成長を示している。このことから、本方形区内の森林環境は、伐採などの撹乱後、

順調に回復していると考えられる（Table　l9）。

4）永久方形区4

　本方形区では、スダジイ3本、コナラ1本、アカマツ1本が選択された。コナラ（番号1）は

初年度の評価Aから、最終年度には評価Bに下がった。また、スダジイ、アカマツとも6年間同

じ活力度A（番号4，5）あるいはB（番号2，3）が評価された。一方、胸高直径は6年間で、

スダジイが平均2．4c皿、コナラは2．！c皿、アカマツは2．4c組と順調に成長している。このようにコナ

ラなど一部に活力度評価が下がった樹木もみられたが、全般的には本群落の成長は停滞状態かや

や良好であると考えられる（Table！9）。
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Table！9．樹木活力度測定樹木の活力度評価と胸高直径の比較（1985年とユ990年の測定値を使用）

　　　　　Changes　in　tree　vitality　and　DBH　frOm　1985　tO　1990

測　定　年　度
P）ate　of　relev6

1985 1990

方形区PQ 番号Nα

樹　　種

唐垂?ｃｌｅ?

活力度

]価
魔奄狽≠撃猿ｵy

胸高直径

cBH
@（cm）

活力度

]　価
魔奄狽≠撃奄狽

胸高直径

cBH
@（c恥）

1 スダジイ（Ca） C 20．3 B 31．5

2 スダジイ（Ca） B 10．8 A 23．0

1 3 スダジイ（Ca） B 19．7 A 22．0

4 タブノキ（Pe） B 20．3 A 23．0

5 タブノキ（Pe） B i2．1 A 23．0

1 スダジイ（Ca） A 21．9 A 24．5

2 スダジイ（Ca） A 22．6 A 27．0

2 3 スダジイ（Ca） B 17．5 B 19．5

4 スダジイ（Ca） A 21．3 A 24．5

5 スダジイ（Ca） A 15．9 A 19．0

1 スダジイ（Ca） A 21．3 A 26．0

2 スダジイ（Ca） A 23．8 B 26．0

3 3 アカマツ（Pi） B 1！．1 B 13．5

4 アカマツ（Pi） A 23．2
皿 ｝

5 アカマツ（Pi） B 26．1 B 31．0

1 コナラ　（Qu） A 12．4 B 14．5

2 アカマツ（Pi） B 22．6 B 25．0

4 3 スダジイ（Ca） B 26．7 B 28．5

4 スダジイ（Ca） A 19．1 A 21．5

5 スダジイ（Ca） A 25．4 A 28．5

1 スダジイ（Ca） A 17．8 B 20．5

2 スダジイ（Ca） A 14．3 B 14．5

5 3 アカマツ（Pi） B 30．2 B 32．5

4 アカマツ（Pi） A 21．3 B 26．0

5 タブノキ（Pe） B 11．1 B 11．5

1 タブノキ（Pe） A 10B B 12．0

2 タブノキ（Pe） A 14．9 B 15．5

6 3 ヤブツバキ（Cn｝） A 6．3 B 7．0

4 ヒメユズリハ（Da） B 14．3 B 15．5

5 ヒサカキ（Eu） B 7．6 B 8．2

Ca：（hs伽qρsお。α8画αむαひ．

　　　Sε8Z）0配だ

Pe：Pθrsθα古んαノzわθrgだ

Pi：P芭π粥｛1επsヴZorα

Qu：Qαθrcμs　8θrrαむα

Cm：C厩θZ伽ノqpoπご。α

Da：エ）（匿Pん吻んッZ伽Lオのs侃απ翻

Eu：Eαぴαノ砺poπあα

5）永久方形区5

　本方形区では、スダジイ2本、アカマツ2本、タブノキ1本が選択された。2本のスダジイ

（番号1，2）と一本のアカマツ（番号4）は初年度の評価Aから、最終年度にはBに評価され

ている。残りの1本のアカマツ（番号3）とタブノキは最終年度には初年度と同じBに評価され

ている。胸高直径は、スダジイが平均1．5c皿、アカマツが平均3．5c皿と順調な成長を示している。し
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かしタブノキ（番号5）は0，4c租と成長はわずかである。全般的にみて本群落の成長はやや停滞し

ていると考えられる（Table　l9）。

6）永久方形区6

　本方形区では、タブノキ2本、ヤブッバキ、ヒメユズリハ、ピサカキがそれぞれ各1本選択さ

れた。2本のタブノキ（番号1，2）とやブツバキ（番号3）は、初年度の評価Aから最終年度

には評価Bにランクが下がっている。またヒメユズリハ（番号4）とヒサカキ（番号5）は6年

間の経年変化はみられず初年度と同じ評価Bであった。これは本群落が、海からの潮風に晒され

た厳しい生活環境下に生育しているため、周辺伐採の影響を受けた後なお立地環境の回復が緩慢

であると考えられている。胸高直径では、タブノキが平均0．9c組、ヤブッバキが0。7cm、ヒメユズリ

ハが1．2cm、ヒサカキが0．6c田と、それぞれ増加している（Table　19）。

4．記録写真　Photographic　records

　写真撮影は各永久方形区を対象として、定点からの林縁部の遠景と近景の2箇所の撮影が行わ

れた。これら撮影された写真のうち、！985年（初年度）と1990年（最終年度）の記録写真が、6

年間における永久方形区および周辺環境の相観的変化をみる目的で比較された（Fig．11～20）。

1）永久方形区！，2の林縁部遠景写真

　永久方形区1，2の林縁部遠景写真は、永久方形区3付近の定点より北方向で撮影された

（Fig．！l）　。

2）永久方形区！の林縁部近景写真

永久方形区1の林縁部近景写真は、林縁側東寄りの定点より撮：影された（Fig，12）。

3）永久方形区2の林縁部近景写真

永久方形区2の林縁部近景写真は、林縁側東寄りの定点より撮影された（Fig．13）。

4）永久方形区3，4の林縁部遠景写真

永久方形区3，4の林縁部遠景写真は、永久方形区！付近の定点より南方向で撮影された（Fig．14）。

5）永久方形区3の林縁部近景写真

永久方形区3の林縁部近景写真は、林縁側北寄りの定点より撮影された（Fig．15）。

6）永久方形区4の林縁部近景写真

永久方形区4の林縁部近景写真は、林縁側西寄りの定点より撮影された（Fig．16）。
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7）永久方形区5の林縁部遠景写真

　永久方形区5の林縁部遠景写真は、永久方形区2付近の定点より南南東方向で撮影された。

（F圭9．17）　。

8）永久方形区5の林縁部近景写真

永久方形区5の林縁部近景写真は、林縁側西寄りの定点より撮影された（Fig。18）。

9）永久方形区6の林縁部遠景写真

永久方形区6の林縁部遠景写真は、取水路護岸付近の定点より北西方向で撮影された（Fig．19）。

10）永久方形区6の林縁部近景写真

　永久方形区6の林縁部遠景写真は、林縁側西寄りの定点より撮影された（Fig．20）。

一38一



12 11

』蕪・1

12 11

．蘇嚇噂唄幽弾→

Fig，11．永久方形区1，2の林縁部遠景写真（写真上：1985年12月，写真下：1990年8月撮影）

　　　　　Distan桶ew　of七he　fores七edges　of　pe㎜anent　quadrats　l　and　2（upper　photograph

　　　　　taken　D㏄ember　l　985，　lower　photograph　August　1990）．
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Fig．12．永久方形区1の林縁部近景写真（写真上：1985年12月，写真下：1990年8月撮影）．

　　　　　　　Close－range　view　of　the　forest　edge　of　permanent　quadrat　l（upper　photograph　taken

　　　　　　　December　l　985，10wer　photograph　Augus七1990）．
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Fig。13．永久方形区2の林縁部近景写真（写真上：1985年12月，写真下：1990年8月撮影）．

　　　　　　　Closθ一range由w　of　the　forest　edge　of　pe㎜anent　quadrat　2（upper　photograph七aken

　　　　　　　December　l　985，　lower　photograph　Augus七1990）．
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Fig．14．永久方形区3，4の林縁部遠景写真（写真上：1985年12月，写真下：！990年8月撮影）

　　　　　Distant　view　of七he　fores七edges　of　permanent　quadra七s　3　and　4（upper　photograph

　　　　　七aken　December　l　985，　Iower　photograph　August　1990）．

一42一



Fig．15．永久方形区3の林縁部近景写真（写真上：

　　　　　　　　1985年12月，写真下：1990年8月撮影）．

　　　　　　　Close－range　view　of　the　forest　edge　of

　　　　　　　permanent　quadra七3（upper　pho七〇graph

　　　　　　　taken　December　l　985，　lower　photograph

　　　　　　　Augus七1990）．
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Fig．16．永久方形区4の林縁部近景写真（写真上：1985年！2月，写真下：1990年8月撮影）．

　　　　　　　Close－range　view　of　the　forest　edge　of　pe㎜anent　quadrat　4（upper　photograph　taken

　　　　　　　December　1985，　lower　photograph　Augus七1990）．
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Fig．17．永久方形区．5の林縁部遠景写真（写真上：1986年2月，写真下：1990年8月撮影）

　　　　　　　Distan七view　of　the　forest　edge　of　permanen七quadra七5（upper　photograph　taken

　　　　　　　February　l　986，　lower　pho七〇graph　August　l　990）．
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Fig，18．永久方形区5の林縁部近景写真（写真上：

　　　　　　　　1986年2月，写真下：1990年8月撮影）．

　　　　　　　　Close－range　view　of七he　forest　edge　of

　　　　　　　　permanellt　quadrat　5（upper　photograph

　　　　　　　　taken　February　1986，　lower　photograph

　　　　　　　　Augus七1990）．
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Fig．19．永久方形区6の林縁部遠景写真（写真上：1985年12月，写真下：1990年8月撮影）

　　　　　　　Dis七ant　view　of　the　fores七edge　of　permanen七quadrat　6　（upper　photograph七akerl

　　　　　　　December　l　985，　lower　pho七〇graph　Augus七1990），
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Fig，20．永久方形区6の林縁部近景写真（写真上；

　　　　　　　　！985年12月，写真下：1990年8月撮影）．．

　　　　　　　　Close－range，　view　of　the　forest　edge　of

　　　　　　　　permanent　quadrat　6（upper　photograph

　　　　　　　　taken　December　l　985，　lower　pho七〇graph

　　　　　　　　August　l990）．
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